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資料 ３ 

 

向日市こども・若者アンケート調査について 

 小学生 中学生 高校生～若者 

対象者 
市立小学校４～６年生 

約 1,500 人 

市立中学校１～３年生 

約 1,500 人 

市内在住の高校生～若者 

1,500 人 ※無作為抽出 

方法 
WEB によるアンケート 

※市立小中学校は学校で配布しているタブレットを使用 

時期 令和６年７月上旬～中旬（終業式前） 令和６年７月上旬発送予定 

設問 

・自己肯定感に関すること 

・居場所や相談相手に関すること 

・将来に関すること（仕事、結婚、子育て等） 

・こどもの貧困やヤングケアラー、こどもの権利に関すること 

 



小中 若者 項目
こども・
若者調査
（国・R4）

こどもの
居場所

（国・R5）

ヤング
ケアラー
（国・R3）

こども大綱
目標・指標

意見 対応

小学校で習っていない漢字があるため、ふり
がなが必要。

小学生のページには、問にふりがなを振りまし
た。選択肢についてはふりがなが振れないた
め、難しい漢字のみカッコ書きでひらがなを併
記します。

アンケートの終わりを示す文言はあった方が
良い。

ご指摘のとおり追加しました。

特に小学生は保護者の協力が不可欠なので、
保護者向けの依頼文が必要。

学校だよりでアンケートの実施について周知す
る予定です。

小4～が対象だが、理解が難しいと思われる用
語が使われていることや、分量も多いことなど
も含め、対象とするかどうかを改めて検討して
はどうか。

国のこども・若者意識調査が10歳からが対象
になっているため、対象はそのままで、ふりが
なを振ることや、わかりやすい言葉遣いにする
などの工夫で、小4の児童にも答えやすいアン
ケートになるよう努めます。

ヤングケアラーの質問で、もし深刻なケースが
あった場合はどのようにフォローされるのか。

関係機関とつながれるよう、アンケートのQR
コードを記載した配布用紙に、相談窓口の連
絡先を掲載します。

いじめに関する問がないが、各校で別のアン
ケートを実施しているのか。

学校で年2回、いじめに関するアンケートを実
施しています。

子どもへの虐待・DVに関する設問は必要ない
か。

こども大綱の指標では、児童相談所における
児童虐待相談対応件数が上げられていること
から、アンケートには盛り込まず、QRコードを
記載した配布用紙に相談窓口の記載を検討す
るなど、相談窓口の周知に努めます。

どういう趣旨のアンケートなのかが小中学生に
は伝わりづらいのではないか。

調査前の説明文等で、本アンケートの趣旨が
伝わるよう工夫します。

令和6年7月時点で15才（高校1年生）は対象外
になるか。

高校1年生の方も対象になるよう、令和6年4月
1日時点で15才以上の方を対象とします。

【若者】前問で1に○した人など、答える人が限
定される問でつまってしまう人も出てくるのでは
ないか。

調査画面で誘導が可能か、確認します。

1 1 性別 ●○

2 2 学年・年齢 ●○

3 3 同居者 ●○

・お父さん、お母さんと別々の選択肢があるが
必要か。母子家庭・父子家庭の児童が多数い
る中、丸をつけないということ自体、子どもに
とって傷つくことにならないか。学校ではおうち
のひとと一括りで呼ぶようにしている。
・その他欄、具体的にとあるが、お母さんの彼
氏などの事例もたくさんあり、親戚などを含め、
その他の同居人をまとめて答える形にする
か、この設問自体がどうしても必要なことなの
か、児童に答えさせるべきことなのか再検討願
いたい。

・その他の設問の「具体的に」は削除しました。
・子どもの家庭環境を把握するために本設問
は残したいと考えています。

4 4 学校名・居住地域 ●

5 最終学歴 ○ 支援学校を追加 ご指摘のとおり修正しました。

6 職業 △
・「仕事」ではなく「職業」と表記すべき。
・福祉就労（事務所通所）を追加

ご指摘のとおり修正しました。

5 7 自己肯定感・幸福度・孤独度

○ ○ 　・今の自分が好きだ ●○ ●

○ 　・周りの大人から大切にされている ▲

○ 　・親から大切にされていると思う ● 「親」のいない人は？
「親（保護者）」「大切にされている（いた）」に修
正しました。

○ ○ 　・どんなことにもがんばって取り組む ▲△

○ ○ 　・自分に自信をもっている ▲△
「自分には良いところがある」など答えやすい
形で自己肯定感について聞いた方が良い。
（「自分らしさがある」も同様）

ご指摘のとおり修正しました。

○ ○ 　・自分には自分らしさがある ○ ●

あなたのことについて

あなたの気持ちについて

＜国調査欄等の記号について＞

●…国の調査（目標・指標）と同じ設問

▲…意見照会等を考慮し、国の調査の問い方をアレンジしたもの

（こども大綱の目標・指標については関連するもの）

※国・R4調査は10～14歳、15～39歳の対象ごとに異なるアンケートを実施。

→10～14歳に該当するものは黒塗り、15～39歳に該当するものは白塗りで表記



小中 若者 項目
こども・
若者調査
（国・R4）

こどもの
居場所

（国・R5）

ヤング
ケアラー
（国・R3）

こども大綱
目標・指標

意見 対応

○ ○ 　・毎日を楽しいと感じる ▲△

○ 　・仲の良い友だちがいる
標題の「気持ち」とこの設問は関係ないのでは
ないか。

標題の「あなたの気持ちについて」を削除し、
「あなたのことについて」に問を含めました。

○ 　・ひとりぼっちだと感じることがある ○
若者向けのアンケートは、当初検討していた
「ひとりぼっちだと感じることがある」に修正し、
孤独度を測ることとします。

6 8 自分にとっての安心できる場所（５問） ▲

○ ○ 　・自分の家（家族で過ごす場所） ▲△
・自分の家が二つあると困惑するかもしれな
い。一つにまとめた方が良いのではないか。
・【若者】「自分の」は不要

○ ○ 　・自分の家（ひとりになれる場所） ▲△
【若者】「自室など家の中でひとりになれる場
所」の方がわかりやすい

○ ○ 　・学校（教室やクラブ活動） ●○
・教室やクラブ活動以外にも学校生活はある
ので、単純に「学校」で良い。
・【若者】「通っていない」の選択肢が必要

・「学校」に修正しました。

○ 　・職場 ○ 【若者】「働いていない」の選択肢が必要 ご指摘のとおり修正しました。

○ ○ 　・地域（図書館や公園など今住んでいる場所にある建物） ▲△

・以降の問で「地域」が出てくるが、それぞれ理
解できるか。
・【若者】その他（友だちの家、アルバイト先）も
あったほうが良いのではないか。

・カッコ書きでイメージしやすいように修正しま
した。
・職場の例示にアルバイトを、地域の例示に友
だちの家を追加しました。

○ ○ 　・インターネット空間（SNS、TouTubeやオンラインゲームなど） ●○

7 居場所の有無（「ここに居たい」と感じる居場所はありますか。） ●

7-1 （ある場合）どのような場所ですか。 ●

・選択肢2「留守家庭児童会」は子どもになじみ
がないため「学童」を追記した方が良い。
・選択肢9は「無料で勉強を見てくれる場所」と
「食事や軽食を無料か安くで食べることができ
る場所」を分けた方が良い。
・スポーツ少年団の活動場所も習い事や塾な
どの場所に入るか。
・あえて問6を学校のみにするのであれば、選
択肢4はなくても良い。
・放課後等デイサービスや障がい福祉サービ
ス事務所を追加

・選択肢2、9はご指摘のとおり修正しました。
・選択肢3にスポーツ少年団を追記しました。
・問6を「学校」のみに修正したことに伴い、選
択肢4を削除しました。
・放課後等デイサービスや障がい福祉サービ
ス事務所を追加しました。

7-2 （ない場合）「ここに居たい」と感じる居場所が欲しいですか。
「欲しくない」と回答した理由を確認してはどう
か。

問7-2を削除し、問7-3の選択肢11を「家や学
校以外に行きたいと思う場所はない」に修正し
ました。

7-3 （欲しい場合）どのような場所であれば行ってみたいと思いますか。 ●

・選択肢7は「悩みごとの相談にのってもらえ
る」と「一緒に遊んでくれたりする」に分けた方
が良い。
・選択肢8は「いろんな人と出会える」と「友だち
と一緒に過ごせる場所」に分けた方が良い。
・問7で「居場所がある」と答えた人や、問7-2で
「居場所が欲しくない」と答えた人にも聞いて良
いと思う。

・選択肢7、8はご指摘のとおり修正しました。
・全ての人が本設問を回答するよう変更しまし
た。

8 9 家族・親せきとのかかわり（３問） ●△

・「何でも」「他の人には言えない」「人がいる」
は削除しても良いのでは。
・「こまった」はひらがな表記と漢字表記が混在
している。
・「かかわり」は漢字表記で良いのでは。
・なぜ親戚が入ってくるのかが不明。

・ご指摘のとおり修正しました。
・「こまった」は漢字表記に統一しました。
・「かかわり」は漢字表記にしました。
・「家族」のみに修正しました。

9 10 学校で出会った友達とのかかわり（３問） ●△

11 職場の人とのかかわり（３問） △

あなたの居場所について

あなたのまわりの人について

・家族で過ごす場所とひとりになれる場所を分
けた意図は、自分の家でも自室以外に居場所
がないと感じる子どもがいる可能性を考慮した
ものであり、自室がない子どももいることからこ
のような書きぶりとなりました。ひとりになれる
場所を具体的に書くことでわかりやすくなるよう
に修正しました。

●



小中 若者 項目
こども・
若者調査
（国・R4）

こどもの
居場所

（国・R5）

ヤング
ケアラー
（国・R3）

こども大綱
目標・指標

意見 対応

10 12 地域の人とのかかわり（３問） ●△
塾や習い事での友だちは「地域の人」とは認識
せず「友だち」である。

地域の人ではなく、習い事や塾などで知り合っ
た人（友だちや先生）や近所の人に修正しまし
た。

11 13 インターネット上の人とのかかわり（３問） ●△ ●
インターネットで知り合った人とリアルで関わり
があるかを聞いてみてはどうか。

限られた時間の中で回答していただくため、リ
アルでの関わりか否かは問わず回答してもら
うこととします。

14 将来への希望度 ○ ●

15 現在の婚姻状況 ○

16 子どもの有無

16-1 子どもの人数

17 子どもを持つことの希望

17-1 希望する子どもの人数 ●

18-1 結婚していない理由

18-2 結婚の希望 ▲

12 19 悩みの有無（悩んでいることや心配なこと、困っていることがありますか。）

・標題に「相談したいことや」を追加してはどう
か。
・いじめや不登校など、もう少し踏み込んだ内
容を聞いても良いのでは。

・標題はご指摘のとおり修正しました。
・いじめについては、学校でアンケートを実施し
ているため、今回は時間が限られていることも
踏まえ、選択肢はこのままとしたいと考えてい
ます。

13 20 悩みの相談先（誰かに相談しますか。誰に相談しますか。） ▲△

・「近所の人」「地域の人」の違いを理解できる
か。
・放課後等デイサービスや障がい福祉サービ
ス事務所などの職員を追加

・カッコ書きでイメージしやすいように修正しま
した。
・選択肢に障がい福祉サービス事務所などの
職員を追加しました。

14 21 相談する条件（どのような人や場所なら相談したい、相談できると思いますか。）
・選択肢4～7について、小学生にはこれらの場
所のイメージができないように思う。
・自分を支援してくれる人（場所）を追加

・「場所」を削除し、問を人のみに限定しまし
た。
・本設問は相談事業の方法を検討（見直し）す
るためのものであることと、相談者を広く「支援
する」ということは相談事業の前提としてあるも
のと考え、「自分を支援してくれる人」の追加は
見送ることとします。

15 社会貢献の意欲（社会のために役立つことをしたいと思いますか。） ●

将来とあるが、成人してからのイメージか。例
えば、地域のゴミゼロ運動に参加といった直近
の行事等の参加については、含んで考えさせ
てよいのか。

現時点での考えを伺う質問のため、直近の行
事等の参加も含めて考えて問題ありません。

16 将来への希望度（夢や目標がありますか。） ▲ ●

17 進学の最終目標

18 将来就きたい仕事の有無

・問16の「将来の夢や目標」とほぼ同義
・どんな人（大人）になりたいか、そのために知
りたいこと、学びたいことはあるかの設問はど
うか。

・夢や目標は必ずしも仕事と結びつかないと考
え、本設問はそのままにしたいと考えていま
す。
・限られた時間の中で回答していただくため、
社会貢献の意欲及び夢や目標、就きたい仕事
の有無を聞くことで、将来に対する考えを把握
したいと考えています。

19 22 自分のやりたいことをがまんして家でお手伝いをしていることはありますか。 ▲ ▲

・通常許容される程度のちょっとしたお手伝い
でも該当する可能性がある。
・がまんしているお手伝いのみを聞くことに違
和感がある。「お手伝いをしていますか」を入
れた方が良いのではないか。
・頼まれてしているのか、頼まれてはいないけ
ど自分で進んでしているのか聞きたい。
・【若者】「お世話していた人」と過去形になって
おり、16才～の「今している人」が答えにくい。

・子どもの気持ちに配慮するため、直接的にヤ
ングケアラーのことを聞くのではなく、お手伝い
の内容で実態を把握するという意図で問を設
定しました。こちらが意図する実態が把握でき
るよう、頻度、時間を聞く設問を追加しました。
・「お手伝いしていますか」の問を追加しまし
た。
・限られた時間の中で回答していただくため、
頼まれている・いないに関わらず、まずは実態
を把握したいと考えています。
・【若者】標題を「していた（している）人」に修正
しました。

結婚・子育てに対する考え方について

●

あなたの相談先について

あなたの将来について

あなたが家でしているお手伝いについて（ヤングケアラー）



小中 若者 項目
こども・
若者調査
（国・R4）

こどもの
居場所

（国・R5）

ヤング
ケアラー
（国・R3）

こども大綱
目標・指標

意見 対応

19-1 22-1 どんなお手伝いをしていますか。

・選択肢1はちょっとした手伝いも含まれ、該当
者多数と予想される。時間、頻度の質問が別
途必要。
・頻度も聞いた方が良いのではないか。

頻度、時間を聞く設問を追加しました。

19-2 22-2 誰のお世話をしていますか。 ●

・選択肢1がお母さん、選択肢3がおばさんなの
はなぜか。女性という固定観念を与えてよいの
か。
・家族の構成がいろいろある中、この問は必要
か。

・順番を他の問の順番に統一しました。
・対象ごとの頻度や費やす時間の傾向を見る
ために本設問は残したいと考えています。

19-3 22-3 お世話をしていることで、できなくなったこと（勉強、遊び等）はありますか。 ▲
できなくなった「内容」ではなく、できなくなって
いる「程度」の方が困難さを測る指標になるは
ず。

できなくなった程度を聞く問に修正しました。

20 毎日朝ごはんを食べていますか。
生活のことを聞くなら睡眠のことも入れてみて
はどうか。

本カテゴリーの意図は子どもの貧困のため、
睡眠についても検討しましたが、衣食住の食に
着目し、朝ごはんの状況を聞く問にしました。

20-1 （毎日食べていない場合）食べない理由

21 自分の持ち物

23 年収

・高校生は世帯年収を答えにくいのではない
か。
・世帯年収はわからない人が多いのではない
か。自身の年収を聞く方が問24につながるの
では。

・選択肢12を「働いていない・わからない」に修
正しました。
・自身の年収を聞く問に修正しました。

22 24 生活の満足度 ●

25 ものごとがうまくいかず落ち込んだ経験の有無 ○
「落ち込む」のは「物事がうまくいかない時」だ
けか。

国の設問と同様の聞き方にしました。

25-1 ものごとがうまくいかず落ち込んだ状態から元にもどった経験の有無 ○

25-2 ものごとがうまくいかず落ち込んだ状態から元にもどったきっかけ ○

26 成人前の困難な経験の有無 選択肢3の「生活が」は不要 ご指摘のとおり修正しました。

23 27 子どもの意見表明権の認知度

24 28 家庭で意見を聴いてもらっているか ▲ 【若者】全員が答えるのか。
こども大綱では子どもを年齢で定義していない
ため、家庭のみ、若者の方にも回答していただ
こうと考えています。

25 学校で意見を聴いてもらっているか ▲

26 29 地域で意見を聴いてもらっているか ▲
「地域」についてカッコ書きで追記した方がイ
メージしやすいのではないか。（近所の人、塾
や習い事での友だちなど）

カッコ書きでイメージしやすいように修正しまし
た。

27 30 意見表明の方法

31 自由記述

小中学生 若者

設問数 34 39

こどもの意見表明権について

あなたの生活について（子どもの貧困）

落ち込んだ経験について



 

 

 

 このアンケートは、向日市の小学生、中学生のみなさんに、家や学校での生活、将来の

希望などについてお聞きするものです。みなさんの声を聴かせていただき、向日市がこれ

からどんなことに取り組んでいけば良いかを考えることに役立てます。 

 みなさんの答えのひとつひとつが大切な意見です。ぜひアンケート調査にご協力をお願

いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先 向日市 市民サービス部 子育て支援課 

     電話番号：075-874-2647 

 

 

 

  

向日市こども・若者の意識と生活に関する調査 

・答えたくない質問、答えにくい質問、答えが思いつかない質問は、無理に答えなく

て大丈夫です。とばして次の質問に進んでください。 

・自分の思う答えに一番近いのを選んでください。正しい答えやまちがった答えは 

ありません。 

・アンケートに名前を入力することはありません。あなたの答えが誰かに知られた

り、家族や先生に連絡が入ったりすることはありません。 

・アンケートに答えるには、１５分くらいかかります。 



 

 

問１ あなたの性別を教えてください。（○は 1 つ） 

1．男 

 

2．女 

 

3．その他 

（どちらでもない・わからない・答えたくない） 

問２ あなたの学年を教えてください。（○は 1 つ） 

小学生 

1．４年生 2．５年生 3．６年生 

 

中学生 

1．１年生 2．２年生 3．３年生 

問３ あなたが今いっしょに住んでいる人をすべて選んでください。（○はあてはまるもの

すべて） 

１．お父さん ４．おじいさん・おばあさん 

２．お母さん ５．その他の親せき 

３．きょうだい ６．その他（具体的に：         ） 

問４ あなたが通っている小学校（中学校）を選んでください。（○は 1 つ） 

小学生 

１．向陽小学校 ３．第３向陽小学校 ５．第５向陽小学校 

２．第２向陽小学校 ４．第４向陽小学校 ６．第６向陽小学校 

 

中学生 

１．勝山中学校 ２．寺戸中学校 ３．西ノ岡中学校 

 

  

あなたのことについて教えてください。 



問５ あなたは、自分のことについて、次のことがどのくらいあてはまりますか。（それぞ

れ○は 1 つ） 

 あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

①今の自分が好きだ 1 ２ ３ ４ 

②周りの大人から大切にされていると思う １ ２ ３ ４ 

③どんなことにもがんばって取り組む 1 ２ ３ ４ 

④自分には良いところがある自分に自信をもってい

る 
1 ２ ３ ４ 

⑤自分には自分らしさがある 1 ２ ３ ４ 

⑥毎日を楽しいと感じる 1 ２ ３ ４ 

⑦仲の良い友だちがいる 1 ２ ３ ４ 

 

  



 

問６ 次の場所は、今のあなたにとって居場所（ほっとできる場所、安心できる場所）に

なっていますか。（それぞれ○は 1 つ） 

 そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

①自分の部屋など自分の家でひとりになれる場所 1 ２ ３ ４ 

②自分の家（家族で過ごす場所） 1 ２ ３ ４ 

③学校（教室やクラブ活動中学生のみ） 1 ２ ３ ４ 

④地域（図書館や公園、習い事や塾などの場所、お店など、今

住んでいる地域場所にある建物や施設など） 
1 ２ ３ ４ 

⑤インターネット空間 

（SNS、You Tubeやオンラインゲームなど） 
1 ２ ３ ４ 

問７ あなたは、家や学校（教室やクラブ活動中学生のみ）以外に「ここに居たい」と感

じる居場所がありますか。（○は１つ） 

１．ある ２．ない 

問７で「１.ある」に〇を付けた方にお聞きします。 

問７-1 「ここに居たい」と感じる居場所はどのような場所ですか。（○はあてはまるもの

すべて） 

１．おじいさん・おばあさん・親せきの家や友だちの家 

２．留守家庭児童会（学童） 小学生のみ 

３．習い事（スポーツ少年団を含む）や塾などの場所 

４．学校の教室以外の場所（保健室、図書室など） 

４．公園や自然の中で遊べる場所 

５．図書館や公民館などの施設 

６．ショッピングモールやファストフードなどのお店 

７．地域の人が開いている遊びの場所 

８．無料で勉強を見てくれる場所 

９．食事や軽食を無料か安く食べることができる場所 

10．悩みごとの相談にのってくれる、サポートしてくれる場所（電話やオンラインを含む） 

あなたの居場所について教えてください。 



11．放課後等デイサービスや障がい福祉サービス事務所 

12．オンライン空間（SNS、オンラインゲームなど） 

13．その他（          ） 

問７で「２.ない」に〇を付けた方にお聞きします。 

問７-2 あなたは、家や学校（教室やクラブ活動中学生のみ）以外に「ここに居たい」と

感じる居場所が欲しいですか。（○は１つ） 

１．欲しい ２．欲しくない 

全員にお聞きします。問７-2 で「１.欲しい」に〇を付けた方にお聞きします。 

問７-2 あなたにとっての居場所として、どのような場所であれば行ってみたいと思いま

すか。（○はあてはまるものすべて） 

１．いつでも行きたいときに行ける場所 

２．一人で過ごせたり、何もせずのんびりできたりする場所 

３．ありのままでいられる、自分を否定されない場所 

４．好きなことをして自由に過ごせる場所 

５．自分の意見や希望を受け入れてもらえる場所 

６．新しいことを学べたり、やりたいことにチャレンジできたりする場所 

７．悩みごとの相談にのってくれる大人がいる場所 

８．一緒に遊んでくれる大人がいる場所 

９．いろんな人と出会える場所 

10．友だちと一緒に過ごせる場所 

11．家や学校以外に行ってみたいと思う場所はない 

12．その他（          ） 

 

  



 

問８ 家族・親せきとあなたのかかわりは、どのようなものですか。（それぞれ○は 1 つ） 

 そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

①何でも悩みを相談できる人がいる 1 ２ ３ ４ 

②困ったときは助けてくれる 1 ２ ３ ４ 

③他の人には言えない本音を話せることがある 1 ２ ３ ４ 

問９ 学校の友だちと、あなたのかかわりは、どのようなものですか。（それぞれ○は 1 つ） 

 そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

①何でも悩みを相談できる人がいる 1 ２ ３ ４ 

②困ったときは助けてくれる 1 ２ ３ ４ 

③他の人には言えない本音を話せることがある 1 ２ ３ ４ 

問10 習い事や塾などで知り合った人（友だちや先生）や近所の人とあなたのかかわりは、

どのようなものですか。（それぞれ○は 1 つ） 

 そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

①何でも悩みを相談できる人がいる 1 ２ ３ ４ 

②困ったときは助けてくれる 1 ２ ３ ４ 

③他の人には言えない本音を話せることがある 1 ２ ３ ４ 

 

あなたのまわりの人について教えてください。 



問 11 インターネットで知り合った人はいますか。（○は 1 つ） 

１．いる ２．いない 

問 11 で「１」に〇を付けた方にお聞きします。 

問 11-1 インターネットで知り合った人とあなたのかかわりは、どのようなものですか。

（それぞれ○は 1 つ） 

 そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

①何でも悩みを相談できる人がいる 1 ２ ３ ４ 

②困ったときは助けてくれる 1 ２ ３ ４ 

③他の人には言えない本音を話せることがある 1 ２ ３ ４ 

 

  



 

 

問 12 あなたは、今、いやなことや心配なこと、こまっていること、悩んでいることがあ

りますか。（○はあてはまるものすべて） 

１．家庭のこと ６．好きな人のこと 

２．学校や勉強のこと ７．進学・進路のこと 

３．クラブ活動のこと 中学生のみ ８．その他（           ） 

４．自分のこと（外見や体型など） ９．いやなこと、悩んでいることがない 

５．友だちのこと  

問 13 あなたは、いやなことや心配なこと、困っていること、悩んでいることがあったと

き、誰に相談しますか。（○はあてはまるものすべて） 

１．お父さん・お母さん 

２．きょうだい 

３．おじいさん・おばあさん・親せき 

４．学校の友だち 

５．学校以外の友だち 

６．学校の先生 

７．スクールカウンセラー、まなび・生活アドバイザー 

８．習い事や塾、留守家庭児童会（学童）など学校以外の先生 

９．放課後等デイサービスや障がい福祉サービス事業所などの職員 

10．近所の人 

11．こども専用の電話相談 

12．地域で支援してくれる人・団体 

  （地域の人が開いている遊びの場所や無料で勉強を見てくれる場所、食事や軽食を

無料か安く食べることができる場所などにいる人） 

13．インターネットなどを通じて知りあった人 

14．その他（                         ） 

15．誰にも相談できない 

16．誰にも相談したくない 

 

  

相談したいことや相談先について教えてください。 



問 14 どのような人（場所）なら相談したい、相談できると思いますか。（○はあてはまる

ものすべて） 

１．自分と同じ悩みを持っている、持っていたことがある人 

２．自分と年れいが近い人 

３．自分と同じ性別の人 

４．自分の名前を言わずに相談できる人（場所） 

５．電話で相談できる人（場所） 

６．SNSやメールなどで相談できる人（場所） 

７．時間を気にせずいつでも曜日・時間帯を気にせずに相談できる人（場所） 

８．自宅から近い場所で相談できる人場所 

９．自宅に来てくれる人 

10．医師や病院 

11．カウンセラーなど心理学の専門家 

12．その他（                         ） 

13．相談したい人や場所はない  

 

  



 

問 15 あなたは、「社会のために役立つことをしたい」と思いますか。（○は 1 つ） 

１．そう思う ３．どちらかといえば、そう思わない 

２．どちらかといえば、そう思う ４．そう思わない 

問 16 あなたは、自分の将来について夢や目標がありますか。（○は 1 つ） 

１．ある ３．どちらかといえばない 

２．どちらかといえばある ４．まだない 

問 17 あなたは、どの学校まで進学したいと思いますか。（○は１つ）  中学生のみ 

１．高等学校には進学しない 

２．高等学校・高等専門学校（中学校を卒業した後に行く学校） 

３．専門学校（美容師や調理師などの仕事の仕方や技術を学ぶための学校など） 

４．大学（短期大学、大学院を含む） 

５．考えたことがない、わからない 

問 18 あなたは、将来、やりたい仕事がありますか。（○は１つ） 

１．ある ２．ない ３．まだわからない 

 

 

  

あなたの将来について教えてください。 



 

問 19 あなたは、家でお手伝いをしていますか。（○は１つ） 

１．している ２．していない 

問 19 で「１.している」に〇を付けた方にお聞きします。 

問20 あなたは、自分のやりたいことをがまんしてお手伝いをしていることはありますか。

（○は１つ） 

１．ある ２．ない 

問 20 で「１.ある」に〇を付けた方にお聞きします。 

問 20-1 どんなお手伝いをしていますか。（○はあてはまるものすべて） 

１．家事（料理や買い物、洗濯など） 

２．きょうだいのめんどうをみることや、送り迎えなど 

３．家族が病院に行くのに付き添う 

４．家族のお風呂・トイレのお世話 

５．病気などで目が離せない家族の見守りをする 

６．家族の通訳をする（日本語や手話など） 

７．その他（                              ） 

問 20-2 どれぐらいの頻度でお手伝いしていますか。（○は１つ） 

１．ほぼ毎日 ４．１か月に２～３日 

２．週に３～５日 ５．１か月に１日以下 

３．週に１～２日 
 

問 20-3 お手伝いする時間は１日あたり何時間ですか。（○は１つ） 

１．３０分未満 ４．２～４時間未満 

２．３０分～１時間未満 ５．４～７時間未満 

３．１～２時間未満 ６．７時間以上 

問 20-4 だれのお手伝いをしていますか。（○はあてはまるものすべて） 

１．お父さん ３．おじいさん ５．きょうだい 

２．お母さん ４．おばあさん ６．その他 

 

あなたが家でしているお手伝いについて教えてください。 



問 20-5 次の①～⑩のうち、お手伝いをしていることでできなくなったことはありますか。

（○はそれぞれ１つ） 

 できている 
少しできなく

なった 
ほとんどでき
なくなった 

全くできなく
なった 

①自分の勉強 １ ２ ３ ４ 

②友だちと遊ぶこと １ ２ ３ ４ 

③習い事に行くこと １ ２ ３ ４ 

④出かけること １ ２ ３ ４ 

⑤十分に寝ること １ ２ ３ ４ 

⑥学校に行くこと １ ２ ３ ４ 

⑦テレビを見ること １ ２ ３ ４ 

⑧ゲームをすること １ ２ ３ ４ 

⑨本を読むこと １ ２ ３ ４ 

⑩運動をすること １ ２ ３ ４ 

 

 

 

 

  



 

問 21 あなたは、毎日朝ごはんを食べていますか。（○は１つ） 

１．毎日食べている ３．あまり食べない 

２．食べない日もある ４．ぜんぜん食べない 

問 21 で「２」～「４」に〇を付けた方にお聞きします。 

問 21-1 朝ごはんを食べない（食べられない）理由は何ですか。（一番あてはまるもの１つ

に○） 

１．時間がない ５．朝食の準備ができていない 

２．できるだけ寝ていたい ６．食べる習慣がない 

３．食欲がわかない ７．その他（           ） 

４．ダイエットをしている ８．特にない 

問 22 あなたには、自分が使うことができる①～⑨のものがありますか。ある場合は「１

ある」に○を付けてください。ない場合は、それがほしいものであれば「２ ほしい」、

いらないと思うものであれば、「３ ほしくない」に○をつけてください。（○はそれ

ぞれ１つ） 

 
ある 

ない 

ほしい ほしくない 

①本・参考書（教科書やマンガ以外） １ ２ ３ 

②文房具 １ ２ ３ 

③自宅で宿題をすることができる場所 １ ２ ３ 

④こども部屋（きょうだいと使っている場合も含む） １ ２ ３ 

⑤運動用具（ボール・ラケットなど） １ ２ ３ 

⑥スマートフォン・タブレット・パソコン 

（学校の端末はのぞく） 
１ ２ ３ 

⑦ゲーム機 １ ２ ３ 

⑧自転車 １ ２ ３ 

⑨おこづかい １ ２ ３ 

問 23 あなたは最近の生活に、どのくらい満足していますか。「0」（まったく満足してい

ない）から「10」（とても満足している）の数字で答えてください。（○は 1 つ） 

０：まったく満足していない   １０：とても満足している 

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

あなたの生活について教えてください。 



 

問 24 こどもには、自由に自分の意見を表す権利があることを知っていますか。（○は 1

つ） 

１．知っている 

２．聞いたことはあるが、詳しくは知らない 

３．知らなかった 

問 25 あなたは、家庭で、あなたの考えや思っていることを聞いてもらっていると思いま

すか。（○は 1 つ） 

１．そう思う ３．あまりそう思わない 

２．だいたいそう思う ４．そう思わない 

問 26 あなたは、学校で、あなたの考えや思っていることを聞いてもらっていると思いま

すか。（○は 1 つ） 

１．そう思う ３．あまりそう思わない 

２．だいたいそう思う ４．そう思わない 

問 27 あなたは、地域（習い事や塾などの場所や、地域の人が開いている遊びや勉強、食

事ができる場所など）で、あなたの考えや思っていることを聞いてもらっていると思

いますか。（○は 1 つ） 

１．そう思う ３．あまりそう思わない 

２．だいたいそう思う ４．そう思わない 

問 28 住んでいるまちや身のまわりの生活などをより良くするために、あなたが意見を言

う場合、どのような方法がよいですか。（○はあてはまるものすべて） 

１．アンケート調査などの質問に答える 

２．メールや意見箱で自分の考えを送る 

３．グループで意見を出し合って発表する 

４．その他（                           ） 

５．考えたことがない・わからない 

 

 

アンケートは以上です。 

ご協力いただき、ありがとうございました。 

こどもの意見表明権について教えてください。 



 

 

 

 皆様には、日頃から児童福祉行政にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。 

 さて、向日市では、こども・若者に対する施策をさらに推進していくため、「向日市こど

も計画」を新たに策定することとなりました。 

 そこで、家や学校・職場での生活の様子、将来の希望などについて、皆様の声をお聴か

せいただき、計画策定に向けた基礎資料とさせていただくため、表記の調査を実施いたし

ます。 

 この調査は、市内にお住まいの 16 歳～29 歳の方の中から無作為に選び、ご協力をお

願いするもので、個々の回答内容について公表したり、調査の目的以外に使用したりする

ことはありません。 

 ご多用のところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力いただきますよ

うお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このアンケートについて、不明点などがあれば、下の問合せ先まで連絡してください。 

 

問合せ先 向日市 市民サービス部 子育て支援課 

     電話番号：075-874-2647 

 

 

 

  

向日市こども・若者の意識と生活に関する調査 

・このアンケートは、封筒の宛名のご本人がお答えください。 

・答えたくない質問、答えにくい質問、答えが思いつかない質問は、無理に答える必

要はありませんなくて大丈夫です。とばして次の質問に進んでください。 

・自分の思う答えを選んでください。正しい答えやまちがった答えはありません。 

・アンケートに全て答えるには、１０～２０分くらいかかります。 



 

 

問１ あなたの性別を教えてください。（○は 1 つ） 

1．男 

 

2．女 

 

3．その他 

（どちらでもない・わからない・答えたくない） 

問２ あなたの年齢を教えてください。（○は 1 つ）【令和６年７月１日時点】 

１．16～18歳 ３．21～24歳 

２．19～20歳 ４．25～29歳 

問３ あなたが今、一緒に住んでいる人をすべて選んでください。（○はあてはまるものす

べて） 

１．父親 ４．祖父母 ７．その他親族 

２．母親 ５．あなたの配偶者 ８．その他（         ） 

３．きょうだい ６．あなたのこども ９．同居している人はいない（ひとり暮らし） 

問４ あなたがお住いの地域をお答えください。（○は 1つ） 

１．物集女町 ３．森本町 ５．向日町 

２．寺戸町 ４．鶏冠井町 ６．上植野町 

  ７．その他（    ） 

問５ あなたが最後に卒業した学校はどこですか。在学中の方は、現在在学している学校

を教えてください。（○は 1つ） 

１．中学校 ６．短期大学 

２．高等学校 ７．大学 

３．特別支援学校 ８．大学院 

４．高等専門学校 ９．その他（           ） 

５．専門学校  

問６ あなたの現在の職業を教えてください。（○は 1つ） 

１．学生・生徒（予備校生などを含む） ７．家族従業者・内職 

２．パート・アルバイト ８．専業主婦・主夫 

３．派遣社員・契約社員（非正規雇用） ９．家事手伝い 

４．正社員（正規雇用） 10．無職（仕事を探している） 

５．福祉就労（事務所通所） 11．無職（仕事を探していない） 

６．自営業・自由業 12．その他（           ） 

あなたのことについておたずねします。 



問７ あなたは、自分のことについて、次のことがどのくらいあてはまりますか。（それぞ

れ○は 1つ） 

 あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

①今の自分が好きだ 1 ２ ３ ４ 

②親（保護者）から大切にされている（いた）と思う １ ２ ３ ４ 

③どんなことにもがんばって取り組む 1 ２ ３ ４ 

④自分には良いところがある自分に自信をもってい

る 
1 ２ ３ ４ 

⑤自分には自分らしさがある 1 ２ ３ ４ 

⑥毎日を楽しいと感じる 1 ２ ３ ４ 

⑦ひとりぼっちだと感じることがある 1 ２ ３ ４ 

 

  



 

問８ 次の場所は、今のあなたにとって居場所（ほっとできる場所、安心できる場所）に

なっていますか。（それぞれ○は 1つ） 

 そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な
い 

（
③
④
の
み
）
学
校
に
通
っ

て
い
な
い
、
働
い
て
い
な
い 

①自室など家の中でひとりになれる場所自

分の家（家族で過ごす場所） 
1 ２ ３ ４ ５  

②自分の家（実家を含む） 1 ２ ３ ４ ５  

③学校（卒業した学校を含む） 1 ２ ３ ４ ５ 6 

④職場（アルバイト、過去の職場を含む） 1 ２ ３ ４ ５ 6 

⑤地域（図書館や公園、友だちの家、お店など、今

住んでいる地域場所にある建物や施設など） 
1 ２ ３ ４ ５  

⑥インターネット空間 

（SNS、You Tubeやオンラインゲームなど） 
1 ２ ３ ４ ５  

  

あなたの居場所についておたずねします。 



 

問９ 家族・親せきとあなたの関わりは、どのようなものですか。（それぞれ○は 1つ） 

 そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

①何でも悩みを相談できる人がいる 1 ２ ３ ４ 

②困ったときは助けてくれる 1 ２ ３ ４ 

③他の人には言えない本音を話せることがある 1 ２ ３ ４ 

問 10 学校で出会った友だちと、あなたの関わりは、どのようなものですか。（それぞれ○

は 1つ） 

 そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

①何でも悩みを相談できる人がいる 1 ２ ３ ４ 

②困ったときは助けてくれる 1 ２ ３ ４ 

③他の人には言えない本音を話せることがある 1 ２ ３ ４ 

問 11 職場の人（同僚や上司）と、あなたの関わりは、どのようなものですか。（それぞれ

○は 1つ） 

 そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

働
い
て
い
な
い 

①何でも悩みを相談できる人がいる 1 ２ ３ ４ ５ 

②困ったときは助けてくれる 1 ２ ３ ４ ５ 

③他の人には言えない本音を話せることがある 1 ２ ３ ４ ５ 

あなたのまわりの人についておたずねします。 



問 12 地域の人（近所の人など）とあなたの関わりは、どのようなものですか。（それぞれ

○は 1つ） 

 そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

①何でも悩みを相談できる人がいる 1 ２ ３ ４ 

②困ったときは助けてくれる 1 ２ ３ ４ 

③他の人には言えない本音を話せることがある 1 ２ ３ ４ 

問 13 インターネットで知り合った人とあなたの関わりは、どのようなものですか。（そ

れぞれ○は 1つ） 

 そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
知

り
合
っ
た
人
は
い
な
い 

①何でも悩みを相談できる人がいる 1 ２ ３ ４ ５ 

②困ったときは助けてくれる 1 ２ ３ ４ ５ 

③他の人には言えない本音を話せることがある 1 ２ ３ ４ ５ 

 

  



 

問 14 あなたは、自分の将来について明るいイメージがありますか。（○は 1つ） 

１．ある ３．どちらかといえばない 

２．どちらかといえばある ４．ない 

問 15 あなたの現在の婚姻状況をお答えください。（○は 1つ） 

※「配偶者」には、婚姻の届出をしていないが、事実上婚姻と同様の状態にある方を含めます。 

1．未婚 2．配偶者あり 3．配偶者と死別 4．配偶者と離別（離婚） 

問 16 あなたはお子さんがいらっしゃいますか。（あてはまる番号すべてに○） 

※以前の配偶者とのお子さんなど、同居せず養育している場合も含みます。 

１．こどもはいない 

２．ご自身またはパートナーが現在妊娠中 

３．1歳未満のこどもがいる 

４．1～6歳のこども（未就学児）がいる 

５．７歳以上のこども（就学児）がいる 

問 16 で「３」～「６」に〇を付けた方（こどもがいる方）にお聞きします。 

問 16-1 現在のお子さんの人数をお答えください。（○は 1 つ） 

1．1人 2．2人 3．3人 4．4人 5．5人以上 

皆さんにお聞きします。 

問 17 あなたは将来、お子さんを持ちたいと思いますか。（○は 1つ） 

※現在お子さんがいらっしゃる方や妊娠中の方は、今後さらにお子さんを持ちたいかお答えください。 

１．すぐにでも持ちたい 

２．2～3年以内に持ちたい 

３．5年以内に持ちたい 

４．いずれは持ちたい 

５．（これ以上）こどもを持つことは望んでいない 

問 17 で「１」～「４」に〇を付けた方（こどもを持ちたい方）にお聞きします。 

問 17-1 あなたは将来、お子さんを何人持ちたいですか。（○は 1つ） 

※現在お子さんがいらっしゃる方は、最終的なご希望のお子さんの人数をお答えください。 

1．1人 2．2人 3．3人 4．4人 5．5人以上 

 

あなたの将来や結婚・子育てに対する考え方についておたずねします。 



問 15 で「１」に〇を付けた方（未婚の方）にお聞きします。 

問 18-1 あなたが今、結婚していない理由を 3 つまで教えてください。（○は 3 つまで） 

１．まだ若すぎる 

２．まだ必要性を感じない 

３．仕事（学業）に打ち込みたい 

４．一人の方が気楽だから 

５．結婚したい相手にめぐりあわない 

６．異性とうまくつきあえない 

７．お金に不安がある 

８．親や周囲が同意しない 

９．法律上結婚できる年齢ではない 

10．その他（                      ） 

11．答えたくない 

問 18-2 あなたは今後、結婚したいと思いますか。（○は 1つ） 

１．現在、既に予定がある・決まっている 

２．現在、予定はないが是非したい 

３．現在、予定はないができればしたい 

４．どちらでもいいと思う 

５．どちらかと言えばしたくない 

６．したくない 

７．その他（                      ） 

８．答えたくない 

 

  



 

 

問 19 あなたは、今、いやなことや心配なこと、困っていること、悩んでいることがあり

ますか。（○はあてはまるものすべて） 

１．家庭内の不和・孤立 ６．職場での人間関係 

２．経済的な困窮 ７．身体的な病気・ケガ 

３．学校の勉強や授業のこと ８．精神的な病気 

４．学校の人間関係 ９．その他（             ） 

５．仕事上でのミス 10．いやなこと、悩んでいることがない 

問 20 あなたは、いやなことや心配なこと、困っていること、悩んでいることがあったと

き、誰に相談しますか。（○はあてはまるものすべて） 

１．家族・親戚 ７．障がい福祉サービス事務所などの職員 

２．恋人・パートナー ７．民間の相談窓口 

３．友人・知人 ８．インターネットなどを通じて知りあった人 

４．職場の人 ９．その他（             ） 

５．地域の人 10．誰にも相談できない 

６．市役所などの行政機関 11．誰にも相談したくない 

問 21 どのような人（場所）なら相談したい、相談できると思いますか。（○はあてはまる

ものすべて） 

１．自分と同じ悩みを持っている、持っていたことがある人 

２．自分と年齢が近い人 

３．自分と同じ性別の人 

４．自分の名前を言わずに相談できる人 

５．電話で相談できる人 

６．SNSやメールなどで相談できる人 

７．曜日・時間帯を気にせずに相談できる人 

８．自宅から近い場所で相談できる人 

９．相手が自宅に来てくれる人 

10．医師や病院 

11．カウンセラーなど心理学の専門家 

12．その他（                         ） 

13．誰にも相談したくない 

  

あなたの相談したいことや相談先についておたずねします。 

 



 

問 22 あなたは、成人（18 歳）になる前に、家族の中で高齢や病気、身体が不自由、幼い

などの理由で支援やケアが必要な人のお世話をしたことがありますか。（○は 1つ） 

※ここでいう「お世話」とは、本来大人がするような家事や家族のお世話などを、大人に代わって

あなたがすることをいいます。ちょっとしたお手伝いやペットの世話はあてはまりません。 

1．ある（現在未成年で今もしている場合を含む） 2．ない 

問 22 で「１．いる」に〇を付けた方にお聞きします。 

問 22-1 誰のお世話をしていましたか（していますか）。（○はあてはまるものすべて） 

１．父親 ３．祖父 ５．きょうだい 

２．母親 ４．祖母 ６．その他（        ） 

問 22-2 あなたがしていた（している）お世話の内容を教えてください（○はあてはまる

ものすべて） 

１．家事（料理や買い物、そうじ、洗濯など） 

２．きょうだいのめんどうをみることや、送り迎えなど 

３．病院へ一緒に行くこと 

４．お風呂・トイレのお世話 

５．見守りをする、話し相手になる 

６．通訳をする（日本語や手話など） 

７．家計を支えるためのアルバイトや労働 

８．その他（                              ） 

問 22-3 どれぐらいの頻度でお手伝いしていました（しています）か。（○は１つ） 

１．ほぼ毎日 ４．１か月に２～３日 

２．週に３～５日 ５．１か月に１日以下 

３．週に１～２日 
 

問 22-4 お手伝いしていた（している）時間は１日あたり何時間ですか。（○は１つ） 

１．３０分未満 ４．２～４時間未満 

２．３０分～１時間未満 ５．４～７時間未満 

３．１～２時間未満 ６．７時間以上 

 

 

あなたがお世話をしていた（している）人についておたずねします。 



問 22-5 次の①～⑩のうち、お手伝いをしていた（している）ことでできなくなったこと

はありますか。（○はそれぞれ１つ） 

 できていた 
（できている） 

少しできなく
なった 

ほとんどでき
なくなった 

全くできなく
なった 

①自分の勉強 １ ２ ３ ４ 

②友だちと遊ぶこと １ ２ ３ ４ 

③習い事に行くこと １ ２ ３ ４ 

④出かけること １ ２ ３ ４ 

⑤十分に寝ること １ ２ ３ ４ 

⑥学校に行くこと １ ２ ３ ４ 

⑦テレビを見ること １ ２ ３ ４ 

⑧ゲームをすること １ ２ ３ ４ 

⑨本を読むこと １ ２ ３ ４ 

⑩運動をすること １ ２ ３ ４ 

 

  



 

問 23 あなたの年収をお答えください。（○は 1 つ） 

１．100万円未満 7．600万円～700万円未満 

2．100万円～200万円未満 8．700万円～800万円未満 

3．200万円～300万円未満 9．800万円～900万円未満 

4．300万円～400万円未満 10．900万円～1000万円未満 

5．400万円～500万円未満 11．1000万円以上 

6．500万円～600万円未満 12．働いていない・わからない 

問 24 あなたは最近の生活に、どのくらい満足していますか。「0」（まったく満足してい

ない）から「10」（十分に満足している）の数字で答えてください。（○は 1つ） 

０：まったく満足していない   １０：十分に満足している 

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

  

あなたの生活についておたずねします。 



 

問 25 あなたは今までに、物事がうまくいかず落ち込んだ経験があったと思いますか。ま

たは、現在、ありますか。最もあてはまるものを選んでください。（○は 1つ） 

１．あった（または、現在ある） ３．どちらかといえば、なかった（ない） 

２．どちらかといえば、あった（ある） ４．なかった（ない） 

 ５．わからない、答えられない 

問 25 で「１」または「２」に〇を付けた方にお聞きします。 

問 25-1 あなたは今までに、物事がうまくいかず落ち込んだ状態から元にもどった経験が

あったと思いますか。最もあてはまるものを選んでください。（○は 1つ） 

１．あった ３．どちらかといえば、なかった 

２．どちらかといえば、あった ４．なかった 

 ５．わからない 

問 25-1 で「１」または「２」に〇を付けた方にお聞きします。 

問 25-2 落ち込んだ状態から元にもどったのは、どのようなことがきっかけだったと思い

ますか。（○はあてはまるものすべて） 

１．家族や親せきの助け 

２．友だちの助け 

３．学校の先生に相談したこと 

４．スクールカウンセラーなど学校にいる専門家に相談したこと 

５．地域の人の助け 

６．病院に行って相談したこと 

７．相談できる場所に行って相談したこと 

８．電話相談を利用したこと 

９．SNSやメール相談などを利用したこと 

10．同じようにうまくいかなかった経験をした人に話してみたこと 

11．趣味の活動に参加したこと 

12．時間がたって状況が変化したこと 

13．引っ越しや転校、クラス替えなどがあって、まわりの環境が変わったこと 

14．自分の努力で乗り越えたこと 

15．その他（                          ） 

16．わからない、答えられない 

落ち込んだ経験についておたずねします。 



問 26 あなたは、成人（18 歳）になる前に、以下のような経験をしたことがありますか。

（○はあてはまるものすべて） 

１．両親が離婚した（未婚も含む） 

２．母または父が亡くなった 

３．生活が経済的に困っていたことがある 

４．親から虐待されていたことがある 

５．いじめを受けたことがある 

６．不登校になったことがある 

７．いずれも経験したことがない 

 

  



 

問 27 こどもが意見を表明する権利について知っていますか。（○は 1つ） 

こどもの意見表明の権利とは････こどもが自分の関係することについて自由に自分の意見

を表す権利を持っていることです。 

子どもの権利条約（日本は 1994 年に批准）では、第 12条で「自己の意見を形成する

能力のある児童がその児童に影響を及ぼすすべての事項について自由に自己の意見を表明

する権利を確保する。」としています。 

また、こども基本法（令和５年４月１日施行）では、「全てのこどもについて、その年

齢及び発達の程度に応じて、自己の直接関係する全ての事項に関して意見を表明する機会

及び多様な社会的活動に参画する機会が確保されていること」を基本理念の１つとしてい

ます。 

１．知っている 

２．聞いたことはあるが、詳しくは知らない 

３．知らなかった 

問 28 あなたは、家庭で、あなたの考えや思っていることを聞いてもらっていると思いま

すか。（○は 1つ） 

１．そう思う ３．あまりそう思わない 

２．だいたいそう思う ４．そう思わない 

問 30 あなたは、地域で、あなたの考えや思っていることを聞いてもらっていると思いま

すか。（○は 1つ） 

１．そう思う ３．あまりそう思わない 

２．だいたいそう思う ４．そう思わない 

問 29 住んでいるまちや身のまわりの生活などをより良くするために、こどもが意見を言

う場合、どのような方法がよいですか。（○はあてはまるものすべて） 

１．アンケート調査などの質問に答える 

２．メールや意見箱で自分の考えを送る 

３．グループで意見を出し合って発表する 

４．その他（                           ） 

５．考えたことがない・わからない 

 

  

こどもの意見表明権について教えてください。 



問 30 毎日の生活の中で感じていることがあれば自由に回答してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートは以上です。 

ご協力いただき、ありがとうございました。 

 



アンケートの答
こた

え方
かた

                           

①タブレットで下
した

の QR コードを読
よ

み取
と

ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

②アンケートの画面
が め ん

が表示
ひょうじ

されるので、ページの下
した

にある 次
つぎ

へ を押
お

してください。 

③質問
しつもん

が出
で

てくるので、自分
じ ぶ ん

が思
おも

う一番
いちばん

近
ちか

い答
こた

えを選
えら

んでください。 

 ・答
こた

えたくない質問
しつもん

、答
こた

えにくい質問
しつもん

、答
こた

えが思いつかない質問
しつもん

は、無理
む り

に答
こた

えなくて

大丈夫
だいじょうぶ

です。とばして次
つぎ

の質問
しつもん

に進
すす

んでください。 

 ・正
ただ

しい答
こた

えやまちがった答
こた

えはありません。自分
じ ぶ ん

が思
おも

う答
こた

えを選
えら

んでください。 

④全
すべ

ての質問
しつもん

に答
こた

えたら、最後
さ い ご

に 登録
とうろく

 を押
お

してください。 

 

 

 向日市
む こ う し

や京都府
きょうとふ

には、こどもだけで相談
そうだん

できる場所
ば し ょ

や窓口
まどぐち

があります。普段
ふ だ ん

の生活
せいかつ

で

困
こま

っていることがあれば、いつでも気軽
き が る

に相談
そうだん

してください。 

 

 
■ 向日市

む こ う し

 子
こ

ども家庭課
か て い か

 

場
ば

  所
しょ

：向日市
む こ う し

役所
やくしょ

東向日
ひがしむこう

別館
べっかん

４階
かい

 

電話番号
でんわばんごう

：075-933-1199 

※毎週
まいしゅう

月
げつ

～金曜日
きんようび

（祝日
しゅくじつ

・年末
ねんまつ

年始
ね ん し

は除
のぞ

く）9:00～16:00 

■ 京都府
き ょ う と ふ

ヤングケアラー総合
そうごう

支援
し え ん

センター 

電話番号
でんわばんごう

 ：075-662-2840 

（毎週
まいしゅう

月
げつ

～土曜日
ど よ う び

10:00～18:00） 

メール相談
そうだん

：ycare@pref.kyoto.lg.jp 

■ 児童
じ ど う

相談所
そうだんじょ

 

虐待
ぎゃくたい

対応
たいおう

ダイヤル：189 

相談
そうだん

専用
せんよう

ダイヤル ：0120-189-783 

※相談
そうだん

LINE もあります。 

アンケート、こども計画
けいかく

に関
かん

する質問
しつもん

は↓にお問
と

い合
あ

わせください。 

向日市
む こ う し

 子育
こ そ だ

て支援課
し え ん か

 電話番号
でんわばんごう

：075-874-2647 

メールアドレス：kosodate@city.muko.lg.jp 

阪 急
はんきゅう

東向日駅
ひがしむこうえき

の近
ちか

くにある

イオンフードスタイルの建物
たてもの

 


